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　福島県では、県政の発展や住民福祉の向上に多大の貢献のあった方を県知
事表彰しています。この度全国協議会の陽田秀夫顧問が表彰され、ご本人か
らコメントをいただきました。

　この度、令和 5 年度　各種功労者知
事表彰を受賞しました。
　功労種別は「保健衛生功労者」、功
績概要は「平成 2 年以来、31 年の永
きにわたり、福島県骨髄バンク推進連
絡協議会運営委員長、特定非営利活動
法人全国骨髄バンク推進連絡協議会副
会長等として、地域医療の充実及び関
係団体の発展に尽力し、保健衛生の向
上に寄与した」というもの。
　県から選定された連絡をいただいた
時は内心複雑なものがありました。こ
の運動は多くの仲間・支援者と共に進
めてきたもの。私個人で受賞して良い
のだろうか…と。そんな私の気持ちを
察してか、福島の会岩城汀子会長から

「陽田さんの個人名での受賞であって
も、骨髄バンク運動が社会の中で認め
られた事に他ならない。私達はとても
嬉しいと思っている」とメッセージを
いただきました。
　この受賞を機に、今後は若い人達に
確実にバトンを渡す役割に徹して行こ
うと思います。今まで共に活動して下
さった方々、いろいろな形でご指導ご
支援して下さった方々に心より感謝申
し上げ受賞の報告と致します。
 （福島県骨髄バンク推進連絡協議会　

陽田秀夫）

陽田顧問、知事表彰
おめでとうございます！

　2023 年 5 月18 日（木）、福島県の知
事表彰の表彰式において、全国協議会の
陽田秀夫顧問（全国協議会の運営委員
長／副会長／監事、福島県骨髄バンク推
進連絡協議会の運営委員長、日本さい帯
血バンクネットワーク副会長等を歴任）
が保健衛生功労者として表彰されました。

　2022 年 11 月、全国協議会に福島県
の職員の方から「福島県で骨髄バンク
事業の中心となって活動されてきた陽
田秀夫様の活動実績等について確認し
たい」という連絡があったので事務所
にある膨大な関連資料を読み込むと、
先頭に立って皆さんを引っ張っていく
陽田さん、また一方で裏方として身を
粉にして患者さんのために活動されて
いる陽田さんの姿が鮮やかに浮かび上
がってきました。
　「全国協議会が設立されて 33 年」と
書いてしまえばそれだけになってしま
いますが、陽田さんを始め、患者さん
支援のために奔走された方々の活動の
積み重ねと思うと、その歴史の重みを
痛感しました。
　県の担当者が言った言葉が強く印象
に残っています。
　「たくさんの資料を拝見しましたが、
熱意と行動力はもちろん、その人間性
がありありと伝わってくるものばかり
だったように思えます。」
　陽田さんの表彰をお祝いするととも
に、その理由となった活動実績やお人
柄、そして共に活動されてきた先輩の
皆様方に心からの敬意を表します。
　知事表彰、おめでとうございます！

　全国協議会は 2024 年 3 月 3 日（日）
に開催予定の東京マラソン 2024 チャ
リティの寄付先団体です。骨髄提供者
を待つ患者さんが一日も早く移植医療
を受けられるよう、「骨髄バンク」を
多くの方に知っていただく活動にチャ
リティランナーとして是非ご参加くだ
さい！ 
　チャリティにご参加いただくことで
血液疾患の患者さんの力になり、当協

議会は患者さん・
ご家族の支援を一
層進めていくこと
ができます。
　 東 京 マ ラ ソ ン
2023 に出走した
チャリティランナーさんの中には「患
者さんにエールを、ドナーさんに感謝
を伝えたい」と話してくださった方も
いらっしゃいました。
　詳しくは 6 月下旬頃に公開される

「東京マラソン 2024 チャリティ公式
ウェブサイト」をご覧ください。

陽田顧問　福島県功労者知事表彰
骨髄バンク・さい帯血バンクの黎明期を支え患者さんのために奔走

••••••••••••••••••••••••••••••••••

東京マラソン 2024
チャリティランナー募集

《MONTHLY JMDP（5 月 15 日発行）より抜粋》
■日本骨髄バンクの現状（2023 年 4 月末現在）
2023 年４月から統計基準が移植件数から採取件数に変更

■4 月の区分別ドナー登録者数
献血ルーム／ 564 人、献血併行型集団登録会／ 2,769 人、
集団登録会／ 1人、その他／ 0人
■4 月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10 代　4,151 人／ 20 代　88,407 人／ 30 代　135,687 人
40 代　216,403 人／ 50 代　100,774 人
■ 4 月の 20 歳未満の登録者 792 人
■  4 月末までの末梢血幹細胞採取累計数：

1,819 件（国内ドナー→国内患者）
注）数値は速報値のため訂正されることがあります。

3 月 4月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,287 3,358 545,422 925,324
患者登録者数 226 226 1,723 66,523

採
取
数

骨髄 91 60 ― 25,802
末梢血幹細胞 27 29 ― 1,872

合計 118 89 ― 27,674

骨髄バンクの最新情報をお知らせする

骨髄バンク NOW
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「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により、→

　2 月 10 日（金）
〜12 日（日）名古
屋で開催された
第 45 回日本造
血・免疫細胞療
法学会総会・公
開市民講座に参
加し、帰りに熱
田神宮へ寄りお参りしました。
　お参り後、空港へ向かうため神宮前
駅を目指したのですが、途中で迷って
しまい、通りすがりの若い女性に道案
内をお願いしました。
　その方から「何の用で名古屋にいら
したのですか？」と聞かれ「私は、元

白血病患者で 28 年前、骨髄移植を受
けて元気になり、骨髄バンクのボラン
ティア活動で名古屋に来ました。」と
話しました。するとその方（娘さん）
が「エッ！」となり「こんな偶然って
あるんですね！ 今、私の母が白血病
で入院中です。こんなに元気になるん
ですね！」と私を見て喜んでください
ました。
　私も闘病中に元患者さんの元気に
なった姿を見て励みになったこと、ま
た、他県での骨髄移植による治療のた
め家族と離れ寂しかったが、週末に主
人と当時 3 歳の息子が沖縄から会いに
来てくれ頑張れたことの体験を伝えま

した。
　帰り際に全国協議会理事の名刺裏に
住所、電話番号を書きお渡ししまし
た。数日後、なんとその娘さんから名
古屋名物の味噌煮込みうどん等が送ら
れてきました。手紙も添えられてお
り、「偶然の出会いで、母は必ず治る、
家族は強く信じて母を支えようと改め
て思えました。」と書かれていました。
私も、今、悩んでいる患者さん、ご家
族の方のお力になれたと思うと本当に
嬉しくなりました。熱田神宮の神様が
引き合わせてくれたのかな？ 奇跡の
出会いにびっくりし、忘れられない思
い出となりました。

（沖縄県骨髄バンクを支援する会　 
糸数美智子）

　「遺贈」という言葉を初めて聞く方
もいらっしゃると思います。亡くなっ
た後、ご自身の財産等をいわゆる「相
続人」以外の団体や個人に贈ることを
言います。最近、自分が生きた証を残
したい、社会のために役立ててもらい
たいという思いで、公益性の高い活動
を行っている団体に遺贈をしたいとの
意思を元気なうちに示される方が多く
なってきました。
　ひと口に財産と言っても現金もあれ
ば不動産などもあります。また、プラ
スの財産ばかりでなく、借金などのマ
イナスの財産もあります。不動産など

の遺贈を受けた場合、それを活かすた
めには専門的な知識や情報が必要で
あったため、今まではそのような遺贈
を受け入れることが困難でした。その
ような理由により全国協議会では今ま
で遺贈を積極的に受け入れることはで
きませんでしたが、今回不動産による
遺贈もマイナスの財産を含む包括的な
遺贈もワンストップで引き受けてく
れ、現金化して受け入れやすい形にす
るというサービスが READYFOR 株
式会社によって提供されるようになり
ました。このおかげで全国協議会も広
く遺贈を受け入れられるようになりま

した（受入には一定の条件があります。
ご検討の際にはご確認ください）。
　また、「財産」というとどうしても
大きな金額を考えてしまいますが、た
とえ金額が大きくなくても、「血液難
病で苦しむ患者さんやご家族を支援し
たい」という思いをお持ちであれば、
全国協議会ではそのお気持ちを大切に
引き継いで、患者さんのために活かす
ように取り組んで参ります。
　READYFOR 株式会社が運営する
遺贈のサイトは以下の URL からご覧
いただけます。
https://izo.readyfor.jp/organizations 
#medical

　「骨髄バンクドナー登録者数低迷を
どうとらえるか」をメインテーマに、
NPO 法人関西骨髄バンク推進協会（関
西協会）と全国骨髄バンク推進連絡協
議会がセミナーを開催します。
　どなたでも参加できますので、奮っ
てご参加ください。
テーマ：�「骨髄バンクドナー登録者数

低迷をどうとらえるか」
日　時：�6 月 18 日（日） 

14：00〜16：40（受付 13：
30〜）

場　所：�大阪府赤十字血液センター　
本館 7 階　会議室 

（大阪市城東区森之宮 2‒4‒43）
定　員：�60 名程度　事前に関西協会

（06‒6167‒5512）までお申し
込みをお願いします。

参加費：無　料
1）�基調講演「造血幹細胞移植と骨髄

バンクのこれからの展望」（木村 
貴文先生：日本赤十字社近畿ブ
ロック血液センター 副所長）

2）�パネルディスカッション　 
パネリスト：木村貴文先生、ドナー
経験者、患者家族

3）�全国協議会からの活動報告
4）�参加者全員での意見交換会

　店頭や事務所などに
募金箱を設置して、私
たちの白血病患者支援
活動を支えてください。
集まった募金は、年に
2 回お届けするゆうちょ
銀行の払込取扱票にて入金をお願いし
ています。窓口で「手数料免除口座」
と申告いただけば、たくさんの硬貨で
も入金に関わる手数料はかかりません。
また、全国協議会事務所の近隣であれ
ば受け取りに伺います。どうか皆さま
の温かいご支援・ご協力をお願いいた
します。

名古屋・熱田神宮での奇跡の出会い

遺贈寄付の受付を始めました

近畿地区ボランティアセミナー＆近畿ブロックセミナーのご案内

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••

募金箱設置ご協力のお願い

•••••••••••••••
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確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

　この度、なら骨髄バンクの会様から
テントを受け取ることになり、誠に感
謝しています。大阪大学公認福祉ボラ
ンティアサークル、フロンティア今年
度代表と献血の活動担当をさせていた
だいています、陳と申します。
　私達フロンティアは、1975 年に大
阪大学学生赤十字奉仕団として発足
し、献血はもちろん、数多くの機構と
関わりを持ち続け、現在では障害者支
援、教育支援など社会福祉ボランティ

アを基軸に学内外で活動しています。
手話と点訳の勉強会もそれぞれ週 1 と
月 1 のペースで行われています。メン
バーは約 150 人にものぼり、皆それぞ
れのペースで活動に参加しています。
今年も有難いことに、40 人ほどの新
入生が入団してくれました。
　献血と骨髄ドナー登録に関しては、
3 か月ごとに学内で活動をさせていた
だいております。今年の 4 月にも 5 日
間させていただき、総受付数が 355 人
で、骨髄バンクのドナー登録は 66 人
でした。その度に、学校にテントを借
り、使わせていただいています。です
が、学校のテントは組立式なので、6
人から 8 人以上の大人数がないとなか
なかできないのです。それだけでな
く、とにかく重く、時間もかかるので、
怪我をしたり、雨の中にテントを立て
たら風邪を引いたりしたこともありま

した。
　大学のサークルなので、毎年の活動
担当者は必ず変わります。年 4 回くら
いしか活動しない献血は、経験をただ
1 年間で身につけることが難しく、担
当者は毎年テントと苦戦しています。
自分自身ももうすでに 3 回を経験して
きたのですが、未だにできているのか
不安を感じています。
　その中でなら骨髄バンクの会様から
折り畳み式のテントをいただくことに
なるのは、少し大袈裟に聞こえるかも
しれませんが、救われたように思って
います。朝早く準備に行かなくても済
みますし、後輩の腰や手がやられる心
配もなくなるのが大きすぎます。これ
からは頂き物を大切に使い、さらに活
動に励みたいと思います。
　まだまだ未熟ですが、引き続きフロ
ンティアの成長を見守っていただける
と嬉しいです。
（大阪大学人間科学部 2 年　陳芊邑）

　今年 4 月の制度改定に合わせ、リー
フレットを刷新いたしました。
　いのちの大切さ、いのちの繋がりを
温かく表現した表紙とブルーを基調に
すっきりと見やすいデザインになって
います。
　志村大輔基金は設立から 10 年を迎
え、いままでに多くの方から申請をい
ただいていますが、基金の存在がまだ
まだ知られていないというのも現実で

す。経済的な支援
が必要な患者さん
のお手元に届くよ
う、たくさんの医
療機関に配架でき
ればと思います。
配架いただける医
療機関を全国協議
会事務局までご紹
介ください。

　この度初めて給付金を頂きました。
申請から短期間で助成を受けることが
できました事を深く感謝申し上げます。
　慢性骨髄性白血病を患う夫を持つ家
族ですが、たまたま新聞でこの制度を
知りました。令和2年に発症して以来、
高額な治療薬に加え副作用等による入
院、薬の変更などを余儀なくされて、
この先この治療薬を持続していくため
の金銭的な問題と夫の安定しない病状

に苦悩しております。この治療的な薬
さえ体に合えば、長期的に安定した状
況を保てる方々がいらっしゃるにもか
かわらず金銭的な問題で治療をあきら
めざるをえない方もいらっしゃる中で
この基金によって希望を持たれ助けら
れる命もあると思います。本当に素晴
らしい制度に感謝しております。
　私たちも、もっと早く知っていれば
良かったのにと思いますが、まだまだ
周知されず思い悩む方々が一人でも多
く救われる事を望みます。又、この制
度を知った事により、私たちも希望を
もち治療をさせて頂ける事に感謝して
います。

　この制度が末永く持続して頂ける事
を強く希望します。私たちも、同じ病
に苦しむ方々の希望となれる様に病と
真正面から向きあい生きぬいていこう
と思っています。そして、希望として
は、なかなか完治がむずかしいとされ
る私どもの病も含め、難病指定される
事を希望します。
　何かしら、お手伝いができないだろ
うかと考えています。現在、夫の今の
様子は、お薬の副作用で入院していま
すが、苦悩の中にあっても希望を捨て
ずがんばっております。

（近畿地方患者さんの妻）

志村大輔基金リーフレット刷新

ならの会　学生の活動をテントで支援

志村大輔基金の支援概要
（申請には収入の条件があり、外部委員の審査があります）

分子標的治療薬支援 精子保存

対象

血液疾患の治療で
分子標的薬を服用
されている方で薬
代を自己負担限度
額まで負担した月
の医療費

血液疾患の治療前
に妊孕性温存のた
め精子採取保存し
た費用（自治体の
助成を超えた、受
けられなかった費
用が対象）

年齢 70 歳未満 採取時 45歳以下

助成額

限度額認定証の区
分により、対象月
あたり 12,000 円
〜 40,000 円
年間の上限額 30万
円

保存料は最長 5 年
分、総額 20万円が
上限

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

基金給付を受けた方からの
メッセージ

志村大輔基金
（分子標的薬支援）
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振込用紙をご希望の場合は、郵便振替口座の振込用紙を郵送いたします。当協議会まで FAXもしくはメールにてご請求ください。

　昭和の日の 4 月 29 日（土）に開催
された第 35 回たかさきスプリング
フェスティバルへの久々の参加。当日
は快晴で多くの親子連れでにぎわいま
した。早速スタッフとともに「骨髄バ
ンクブース」を開設。行き交う人々の
表情は、長いコロナ生活の後のイベン
トということで楽しさ、期待感がよく
伝わってきます。みんなこの日を待ち

望んでいたんですね。
　風船、パンフレット配布。風船を渡
したのに、なかなかその場を離れない
女の子。どうしたのかな？ するとお
父さんに抱えられたその子が風船を片
手に募金箱に一生懸命にお金を入れよ
うとしているのです。その姿には思わ
ずグッとくるものがありました。さら
に、その若いお父さんから「頑張って
くださいね！」の一言。ボランティア

をやっていてよかったなと思う瞬間。
間違いなくこの家族には骨髄バンクの
活動の意味が伝わっていますね。うれ
しいですね。
　骨髄バンクのボランティアには色々
な切り口があります。「説明スタッフ」
としてドナー数増に頑張ること、そし
て、今回のような PR 活動。どちらも
大切な大切な活動です。例えれば「車
の両輪」のようなものでどちらも欠か
せません。PR 活動は直ぐには結果が
出ないかもしれませんが、今後も様々
なイベントに参加し微力ながら頑張っ
ていくつもりです。

（群馬県骨髄バンク推進連絡協議会　
金井正明）

各地のたよりを
写真を添えて
お寄せください。

各各地た地地たたの 写真を添えてり各地たの り
たたたたたたたたたたた
りりりりよよ

　4 月 16 日（日）に姫路市二階町に
ある雀荘「姫路ビッグドラゴン」で骨
髄バンクチャリティ麻雀大会が開催さ
れました。全国協議会理事でありプロ
の山口明大様よりお電話をいただき、
ビッグドラゴンの店長北川剛様を紹介
していただきました。
　当日は当センターの副代表三宅敬と
私が伺い、二階堂瑠美プロと水谷葵プ
ロ 2 人の女性プロの方と、参加される
方に動画を通して、骨髄バンクの詳
細、ドナー登録について説明いたしま

した。会場のお客様は年齢層の幅は広
く、お歳を召された方の中のおひとり
が「手を怪我して字も書けなかったと
ころ、お友達から勧められ麻雀をする
ようになってから少しずつよくなり名
前も書けるようになりました。家族か
ら募金も預かってきています」と話し
をしてくださいました。
　姫路に永く住んでおりますが、この
ような活動をしてくださっている団体
があるとは知りませんでした。また、
お店には骨髄バンクの募金箱も置いて
あり感動いたしました。後日、連絡を
い た だ き 北 川 様 よ り 大 会 の 募 金
132,518 円をいただきました。この活

動にご協力いただきました皆様に心よ
り感謝申し上げます。この募金は若い
世代の方々への PR 活動に使わせてい
ただきます。
 （姫路地区骨髄バンク推進センター　

濱田惠子）

　幕張メッセでは 5 月の連休に毎年
"どきどき"フリーマーケット（フリマ）
が開催されますが、千葉骨髄バンク推
進連絡会（千葉の会）では、同会場で
献血併行型登録会を開催しています。
今年も 5 月 3 日（祝水）、4 日（祝木）、
5 日（祝金）の 3 日間にボランティア
延 17 人が参加して行い、登録者は 22
人、説明受講者は 12 人、献血者は

199 人でした。ちなみにフリマの入場
者は 142,358 人でした。
　この登録会は、歴史が長く 2004 年
から開催している千葉の会の大きな登
録会の一つです。不特定多数のお客様
が集まる幕張メッセでの登録会開催
は、長年の私の夢で 2000 年くらいか
ら千葉県赤十字血液センターの献血担
当者と私とで幕張メッセ国際会議場の

事務局に伺い、骨髄バンク、骨髄移植、
ドナー登録等を説明し、イベント会場
での献血併行型登録会開催の承諾を得
て実現しました。当時は登録者が 3 日
間で 100 人以上の時もあり、近隣ボラ
ンティアはもちろん県からの応援参加
もありました。

（千葉骨髄バンク推進連絡会　
会長　梅田正造）

スプリングフェスティバル
に参加して

群馬
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姫路ビッグドラゴン　
骨髄バンクチャリティ麻雀大会

兵庫

フリーマーケットで
今年も登録会開催

千葉

（左の写真：左から三宅副代表・二階堂プロ・水
谷プロ、右の写真：左から北川店長と三宅副代表）

活動資金の支援を
お願いします

口座名：特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

銀行口座　三井住友銀行　新宿通支店
普通　5666655

郵便振替口座　00150­4­15754

●一般
藤浪　敬子 現金 10,000 円
匿名 現金 1,000 円
●佐藤きち子造血細胞移植患者支援基金
塩谷　泰人 現金 1,000 円
乾野　海人 現金 3,000 円

福原　卓也 現金 3,000 円
●募金箱
株式会社　クスリのアオキ
 現金 584,330 円
株式会社　マルト商事
 現金 93,198 円

株式会社　ナルックス
 現金 17,007 円
株式会社　フクヤ 現金 5,974 円
株式会社　洋伸 現金 8,885 円
●つながる募金
 現金 15,513 円

心からのご寄付に感謝申し上げます ●4月21日～5月20日（敬称略）


